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　毎年のように東京を襲う猛暑、豪雨、いつか必ず来る首都直下地震、富士山噴火…
ごく身近なところでも世田谷区内において本年3月に砧公園で桜の木の倒木事故が発生する
など、都市には様々なリスクがあります。私はこれまでに都議会で、木密地域の不燃化
推進、避難施設（シェルター）の整備、災害時の通信確保などを提案してきました。

　東京の日常においても少子高齢化が進む中で人手不足がますます深刻化しています。私は都議会でバス
運転士不足の問題を取り上げ、自動運転技術の社会実装を提案してきました。自動運転は人を不要にする
ための技術ではありません。不足する人手を補い、人にしかできない仕事へ力を振り向けるための技術で
す。テクノロジーを活用しながら、人の温かさを守り、災害や人手不足等によるリスクから都民の命と
暮らしを守る。そんな東京を実現してまいります。
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テクノロジーを人のためにテクノロジーを人のために

つながりを再接続する東京へつながりを再接続する東京へ

手取りを増やす！
育てて還元する財政へ育てて還元する財政へ

　東京都が管理する公金は約6兆円にのぼりますが、運用益は長年数十億円規模、利回り0.1%
程度にとどまっていました。令和7年度は約300億円(利回り0.494%)と過去最高になった
ものの、規模からすればまだ伸びしろがあります。私は登壇した2回の議会で公金運用の高度化
を提案しています。 安全性を確保しつつ収益力を高め、都民サービスの充実や将来負担の軽減
につなげたい。「貯める財政」から「育てて還元する財政」へ、都民の手取り向上を目指します。

命と暮らしを守る

わずらわしい事はデジタルに任せて思いやりを人の手で

東京をもっとやさしく、強く

坂本まさしが目指す東京のかたち坂本まさしが目指す東京のかたち
走れ！都政の現場から。都議就任から１年

実質的な可処分所得を高める仕組み実質的な可処分所得を高める仕組み実質的な可処分所得を高める仕組み
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各政策の詳細を
ご確認いただけます

育てて還元する財政へ育てて還元する財政へ

テクノロジーを人のために使う
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▲詳しくはこちらから
ご覧いただけます

（東京都公金管理実績
ダッシュボード　　）

▲令和8年
　第1回定例会

▲令和7年
　第3回定例会

坂本が登壇した
議会動画 

※各政策の詳細・提案時期は東京都議会会議録（令和7年第3回定例会・令和8年第1回定例会）でご確認いただけます。
　なお、右上のＱＲコードリンクから議会動画を見ることができます。
※各政策の詳細・提案時期は東京都議会会議録（令和7年第3回定例会・令和8年第1回定例会）でご確認いただけます。
　なお、右上のＱＲコードリンクから議会動画を見ることができます。
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都政へのご意見・ご要望を
お聞かせください

坂本まさし都議会事務所坂本まさし都議会事務所坂本まさし都議会事務所
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1
東京都議会議事堂5F（国民民主党東京都議団控室）
MOBILE　070-2220-9150

東京都議会議員（世田谷区選出1期目）

国民民主党東京都議団 幹事長

世田谷区深沢在住

1971年 1月 6日生まれ（55歳）

青山学院大学 経済学部経済学科

青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 卒

孤立をなくす！

　東京都には、多くの支援制度があります。しかし、制度があっても届かなければ意味がありません。
制度そのものを知らない「知りそびれ」。制度は知っていても、申請につながらない「申込そびれ」。
申請できても、必要なタイミングで支援につながらない「受取そびれ」。
私は、この3つの課題を「3つのそびれ」と呼んでいます。

　支援制度は作るだけでは意味がありません。必要な人に、必要な時に、確実に届くことが重要です。
つながりの再接続～孤育て。孤老。不登校。ヤングケアラー。困難を抱える若者たち。多くの課題の背景には、
「つながりの断絶」があると考えます。私は企業のCRM（顧客関係管理）の考え方を行政に応用し、東京
アプリやTokyo支援ナビの進化を提案しています。　目指すのは、「探す行政」から「届く行政」へ。デジタル
技術を活用しながら、人にしかできない相談支援や見守りを充実させる。わずらわしい事はデジタルに
任せて、思いやりを人の手で。誰ひとり取り残されない東京を目指します。

　東京アプリを行政手続き、防災、医療、教育などをワンストップで提供
する基盤へと進化させ、都民が「便利だから使いたい」と実感できる存在
にしていくべきです。将来的には、スマートフォンが使えない方でも利用
できる「誰ひとり取り残されない行政の基盤」を目指していきます。

1993年　新卒で金融機関に入社 

2005年　投資会社に参画し、投資先企業の

経営に従事 

2010年　CRM領域のコンサルティング会社

を設立（現任） 

2012年　大学院非常勤講師（現任）として

CRM戦略を担当

2025年　東京都議会議員選挙に出馬し初当選

プロフィール

誰ひとり取り残されない東京へ。そのために『3つのそびれ』をなくします。
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東京アプリ Tokyo支援ナビ
こちらからご利用になれます▶
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行政サービスを使いたくなる体験へ

CRMの
社会実装
CRMの
社会実装

「知りそびれ・申込そびれ・
受取そびれ」この３つの
〝そびれ〟を解消するためには、

　Ｃitizen
　Ｒelationship 
　Ｍanagement
　　　　　（市民関係管理）

の社会実装が不可欠です。

３つのそびれをなくす

行政サービス

都民の生活状況・支援履歴・
接点記録を一元管理

制度ごとの「個別対応」
から、都民の方それぞれ
への「総合対応」へ

情報不足による「申込そびれ」をなくす
申請漏れによる「受取そびれ」をなくす

行政行政
都民都民

市民関係管理市民関係管理


